


















要約

Concordant 及び discordant twin につき昨年度までの報告に症例を追加し超音波計測に

より双胎の発育の検討を行った。concordant twin の発育については、ほぼ全ての週数で、

MD と DD の発育に差がないことがわかった。discordant twin では MD では、妊娠の時期を

問わず、急激に discordancy が増加する症例が見られた。これに比べ、DD では妊娠前半

に大きな discordancy を示す症例はあまりなく、discordancy の増加も比較的ゆっくりな

傾向があった。さらに、一児胎内死亡を起こした双胎例につきアンケートにより調査検討

した。しかし、症例の多くが妊娠経過中の胎児計測値がほとんど残っていないため、発育

パターンの特徴を知ることはできなかった。MD での胎児死亡の原因は、臍帯因子による

突然死が大きな割合を占めていると考えられ、discordancy の延長上にあるとは限らなか

った。従って、胎児死亡の時期の予測は現在のところ難しいといえる。

これらの所見から、discordancy のみが児の予後を左右する因子とは限らず、臍帯付着部

位などを重視することが必要である。したがって、discordancy に加え、臍帯因子等も慎

重にフォローすることが重要である。discordancy に関しては、特に MD では体重差が短

期間で急に大きくなる症例が少なくないので、妊娠初期から密な観察をする必要がある。


